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６
月
１
日
か
ら

既
設
の
危
険
物
施
設
に
係
る

◆
市
か
ら

消
防
局
は
６
月
１
日
か
ら
、

既
設
の
危
険
物
施
設
に
係
る
申

請
書
及
び
届
出
書
の
提
出
先

を
、
消
防
局
予
防
課
か
ら
管
轄

地
の
各
消
防
署
に
変
更
し
ま

す
。な

お
、
新
設
の
危
険
物
施
設

に
係
る
申
請
書
と
届
出
書
の
提

出
先
は
変
更
な
く
、
消
防
局
予

防
課
で
す
。

問
合
せ
は
消
防
局
予
防
課

（
０
７
９
８
・
３
２
・
７
３
１

５
）
へ
。

�
西
宮
市
指
定
代
理
金
融
機

関
の
店
舗
の
住
所
変
更

関
西

西
宮
信
用
金
庫
北
口
支
店
の
住

所
が
長
田
町
１
―
３
か
ら
「
北

口
町
１
―
１
―
１
０
１
」
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
４
月
１６
日
か

ら

◆
官
公
署
か
ら

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

は
５
月
２１
日
ま
で
で
す
。
期
間

内
に
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
兵
庫
労
働
局
（
０

７
８
・
３
６
７
・
０
７
９
０
）

へ
。

教
育
委
員
会
は
、
平
成
１３
年

度
の
高
校
、
大
学
、
専
修
学
校

高
等
課
程
（
中
学
校
卒
業
後
に

進
学
、
３
年
制
に
限
る
）
の
奨

学
生
を
募
り
ま
す
。

対
象
は
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
な
生
徒
・
学
生
で
、

保
護
者
が
市
内
在
住
の
人
。
ま

た
、
保
護
者
の
１１
年
中
か
１２
年

中
の
総
所
得
金
額
（
両
親
の
所

得
を
合
算
）
が
、
家
族
数
に
応

じ
た
基
準
額
以
下
の
人
で
す
。

※
基
準
と
な
る
総
所
得
金
額

の
例
（
４
人
家
族
の
場
合
）
…

高
校
３
１
１
万
円
以
下
、
大
学

４
１
２
万
円
以
下
、
専
修
学
校

高
等
課
程
４
０
４
万
円
以
下

申
込
は
、
４
月
１３
日
か
ら
２５

日
ま
で
に
所
定
の
願
書
を
学
事

課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８

５
１
）
へ
。
高
校
生
は
在
学
校

を
通
じ
て
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。【

高
校
奨
学
生
】
対
象
…
高

校
生
、
高
等
専
門
学
校
１
年
生

〜
３
年
生
、
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校

の
高
等
部
生
、
朝
鮮
高
級
学
校

生
。
定
時
制
高
校
生
は
本
人
が

市
内
在
住
の
こ
と
▽
給
付
額
…

公
立
は
月
額
５
５
０
０
円
、
私

立
は
月
額
１
万
１
０
０
０
円
。

返
還
は
不
要

【
大
学
・
専
修
学
校
高
等
課

程
奨
学
生
】
対
象
…
大
学
生
、

短
期
大
学
生
、
高
等
専
門
学
校

４
・
５
年
生
、
大
学
院
生
、
専

修
学
校
高
等
課
程
生
（
３
年
制

に
限
る
）
▽
貸
付
額
…
国
公
立

は
月
額
１
万
円
、
私
立
は
１
万

４
０
０
０
円
▽
返
還
方
法
…
卒

業
後
１０
年
間
で
半
年
ご
と
の
均

等
返
還
。
無
利
子
。
返
還
方
法

に
よ
り
３
分
の
１
を
免
除
す
る

制
度
あ
り

市
が
募
集
し
て
い
た
イ
ン

ド
西
部
大
地
震
災
害
に
対
す

る
義
援
金
は
、
３
月
３０
日
に

募
集
を
締
め
切
り
、
総
額
４

１
８
万
３
７
４
５
円
と
な
り

ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援

金
は
、
イ
ン
ド
西
部
大
地
震

兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会

を
通
じ
被
災
地
へ
届
け
ま
す
。

問
合
せ
は
防
災
対
策
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
５

４
７
）
へ
。

水
道
局
は
４
月
１
日
か
ら
、

水
道
料
金
な
ど
の
徴
収
業
務
の

一
部
を
、
株
式
会
社
新
都
市
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
櫨
塚
町
１

―
１４
光
永
ビ
ル
３
階
�
０
７
９

８
・
３
９
・
０
６
５
７
）
に
委

託
し
て
い
ま
す
。

事
業
運
営
の
効
率
化
と
、
よ

り
柔
軟
で
適
切
な
対
応
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。

同
社
の
社
員
が
水
道
料
金
な

ど
の
徴
収
業
務
を
行
う
と
き
は
、

水
道
局
が
発
行
し
た
顔
写
真
入

り
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
水
道
局
業
務
課

（
０
７
９
８
・
３
２
・
２
２
１

０
）
へ
。

【
緑
化
基
金
へ
（
平
成
１２
年

２
月
〜
１３
年
１
月
）
】
山
日
電

気
、
名
塩
茶
園
町
自
治
会
、
若

松
水
道
工
業
、
名
塩
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
自
治
会
、
甲
子
園
町
自
治

会
婦
人
部
�
花
作
り
を
楽
し
む

会
�
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
、
西
宮
市
民
チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委

員
会
、
甲
陽
園
花
作
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
甲
子
園
二
・
三
番
町

自
治
会
、
「
西
宮
マ
リ
ナ
パ
ー

ク
シ
テ
ィ
海
の
ま
ち
」
団
地
管

理
組
合
、
田
代
町
自
治
会
、
花

い
っ
ぱ
い
町
づ
く
り
の
会
、
夙

川
花
見
の
会
、
西
宮
空
気
調
和

衛
生
工
業
協
会

本
シ
リ
ー
ズ
の
表
題
に
掲

げ
た
「
外
国
人
市
民
と
共
に

築
く
人
権
文
化
」
を
実
現
し

て
い
く
上
に
お
い
て
、
人
権

教
育
の
取
り
組
み
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
、
き
わ
め
て
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で

は
、
こ
の
場
合
の
「
人
権
教

育
」
に
お
け
る
「
人
権
」
と

「
教
育
」
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
英
語
と
日
本
語
の
言

葉
の
意
味
を
対
比
し
な
が
ら

検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず「
教
育
」に
つ
い
て
。

英
語
の
《e

d
u
c
a
tio
n

》

と
い
う
の
は
、
ラ
テ
ン
語
の

《e
d
u
c
a
re

》
に
由
来
す

る
言
葉
で
、
「
〔
潜
在
し
て

い
る
性
格
や
能
力
な
ど
を
〕

引
き
出
す
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
日
本
語
の
「
教
育
」
を

『
広
辞
苑
』
で
引
く
と
、

「
教
え
育
て
る
こ
と
。
導
い

て
善
良
な
ら
し
め
る
こ
と
。

人
を
教
え
て
知
能
を
つ
け
る

こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
代
日
本
の
公
教
育
の
歴
史

を
通
じ
て
、
「
教
育
」
と
い

う
言
葉
に
は
、
〈
お
上
〉
た

る
〈
官
〉
が
〈
下
々
〉
の
〈
民
〉

を
教
化
善
導
す
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
拭
い
が
た
く
染
み

つ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

《e
d
u
c
a
tio
n

》
で
は
、

個
々
人
が
そ
の
個
性
や
能
力

を
ど
う
発
揮
し
て
い
く
か
と

い
う
側
面
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。

次
に「
人
権
」に
つ
い
て
。

英
語
で
は
《h

u
m
a
n

rig
h
ts

》
と
複
数
形
で
表

記
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
英
語
で
は
人

権
は
具
体
的
な
形
を
と
っ
た

数
え
る
こ
と
の
で
き
る
概
念

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
日
本
語
の
「
人
権
」

と
い
え
ば
、
単
数
・
複
数
の

区
別
は
意
識
さ
れ
な
い
で
、

た
だ
抽
象
的
な
概
念
と
し
て

の
み
用
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
「
人
権
」

と
い
う
言
葉
が
、
ど
の
よ
う

な
人
び
と
の
、
ど
の
よ
う
な

状
態
や
条
件
と
関
係
し
て
い

る
の
か
と
い
う
具
体
的
な
内

実
と
の
結
び
つ
き
は
不
問
に

さ
れ
た
ま
ま
、
建
前
と
し
て

の
み
、
そ
の
言
葉
が
唱
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

人
権
教
育
の
推
進
に
取
り
組

も
う
と
す
る
場
合
、
あ
ら
た

め
て
私
た
ち
が
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の

取
り
組
み
を
た
だ
〈
上
か

ら
〉
あ
る
い
は
〈
外
か
ら
〉

の
押
し
つ
け
と
し
て
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
〈
内
発

的
〉
な
動
機
に
も
と
づ
く

〈
自
主
的
〉
な
活
動
と
し
て

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
外

国
人
市
民
と
共
に
築
く
人
権

文
化
」
の
実
現
に
と
っ
て

も
、
人
権
教
育
の
こ
う
し
た

取
り
組
み
が
広
く
全
市
民
的

な
活
動
と
な
っ
て
そ
の
輪
を

拡
げ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
次
第
で
す
。

市内大気汚染状況概報（２月）

汚染物質の月平均濃度

（上段・今年度 下段・過去５年平均）

二 酸 化
硫 黄
（ppm）

０．００３
０．００５

０．００４
０．００４

０．００６
０．００８

二 酸 化
窒 素
（ppm）

０．０２８
０．０３１

０．０２１
０．０２０

０．０２７
０．０３３

浮遊粒子
状 物 質
（㎎／�）

０．０２９
０．０２５

０．０１６
０．０２３

０．０３１
０．０３７

市役所

山 口
小学校

国 道
４３ 号

測定地

高
校
・
大
学
・
専
修
学
校
高
等
課
程

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

外
国
人
市
民
と
共
に
築
く
人
権
文
化
⑧

関
西
学
院
大
学
教
授

安
保
則
夫

申
込
は
４
月
２５
日
ま
で

徴収業務の一部を
民間委託します

労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
５
月
２１
日
ま
で

水道料金など

申
請
書
と
届
出
書

の
提
出
先
を
変
更

イ
ン
ド
西
部
大
地
震
災
害

義
援
金
４１８
万
円
に

（３） 平成１３年（２００１年）４月１０日


